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総合振興計画の概要
（1）計画策定の背景と目的
　本町では、市町村合併による津和野町誕生とともに、「人と自然に育まれ、温もりのある交流のまちづくり」を
基本理念として、快適な住みやすいまちづくりに向けて、各種事業に取り組んできました。
　本計画は、人口減少社会の進展や自然災害に対応できる地域力の向上が求められる等さまざまな課題に対して本
町の特性や地域資源を生かしながら、基本的な方策を明らかにするため策定するものです。

（ 2）計画の性格と役割
　◆　総合的かつ計画的な行政運営の指針
　本計画は、本町において最上位の計画として位置づけ、町の将来像の実現に向けた総合的な計画です。
　◆　町民と行政のまちづくりの指針
　本計画は、町民と行政が協働で取り組むべきまちづくりの指針を明らかにするものです。
　◆　政策評価の基準
　本計画は、今後の施策や事務事業の実施において、その進捗度を判断する基準となるものです。

（ 3）計画の構成と期間

時代の潮流
　わが国の総人口は、平成20年の 1億2,808万人をピークに減少傾向に転じ、少子高齢化が深刻な状況です。こ
うしたことから、「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、それぞれの地域で住みよい環境を確保することが推
奨されてきました。
　本町でも、個人の価値観やライフスタイルの多様化に伴い、安全・安心かつ、住民間のつながりを大切にした選
ばれる自治体となるために独自の個性や魅力を磨き、住民一人ひとりが希望や生きがいを持って生活できる社会の
構築が求められています。

本町の現状
（1）総人口の推移
　本町の人口は、昭和35年の21,157人以降、減少が続いており、平成47年（2035年）では5,000人を下回ると
予測されています。

（ 2）世帯の推移
　世帯数は、年々縮小傾向にあり、平成27年の 1世帯当たり平均人数は2.32人となっています。

21,157

18,037
15,412

13,957 13,423 13,002 12,131 11,389 10,628
9,515 8,427 7,653

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

昭和
35年

昭和
40年

昭和
45年

昭和
50年

昭和
55年

昭和
60年

平成
２年

平成
７年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

（人）

総人口の動き

出典：国勢調査（各年10月 1日現在）
注：平成12年までの数値は「旧津和野町」と「旧日原町」の合計値

世帯数・世帯規模の推移

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

（人）（世帯） 世帯数 1世帯平均人数

3,916

4,000
3,900
3,800
3,700
3,600
3,500
3,400
3,300
3,200
3,100
3,000
2,900

3,806
3,626

3,411
3,300

2.91 2.79 2.61 2.46 2.32

4
3
2
1
0

出典：国勢調査（各年10月 1日現在）

平成29年度（2017年度） 平成33年度（2021年度） 平成38年度（2026年度）

前期（ 5年間） 後期（ 5年間）

10年間基本構想

基本計画

1



総合計画の体系

基本理念

人と自然に育まれ、温もりのある交流のまちづくり

基本目標

将来像

ひと(人)とひと(人)の絆で結ぶ
津和野ブランドによる協働のまちづくり

～好きです津和野　これまでも　そして、これからも～

計画実現の方策

基本目標 
ふるさとの自然を愛し住みよい
環境をつくるまちづくり

基本目標 
学ぶ心を育て薫り高い
文化のまちづくり

基本目標 
助け合う心を大切にし

明るい家庭や地域をつくるまちづくり

基本目標 
働くことを喜びとし

豊かな産業を育てるまちづくり

基本目標 
多くの人々と交流し
開かれたまちづくり
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重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

学
校
教
育

❶ 確かな学力を育み、個性や能力を
　伸ばす学校教育の充実 不登校児童・生徒数

（平成27年度）
小学校２人
中学校３人

小学校０人
中学校０人

❷ 豊かな心と健やかな体を育む
　教育の推進

町内小・中学校
いじめへの対応

（平成27年度）
小・中学校
100％

小・中学校
100％❸ 特別な支援を必要とする教育の推進

❹教育施設・設備の充実
津和野高校
町内生徒進学率

（平成27年度）
52.08％ 55.00％❺教育の魅力化推進

❻町営英語塾HAN-KOHの運営

社
会

教
育

❶生涯学習の推進 図書館
延利用者数

（平成27年度）
12,222人 14,000人

❷生涯学習施設の活用促進

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

青
少
年

育
成

❶青少年育成活動の充実 津和野町青少年
育成団体数

（平成28年度）
４団体 ８団体

❷青少年育成体制の充実

文
化
・
芸
術

❶文化・芸術活動の振興
森鷗外記念館等
文化施設合計
入館者数

（平成27年度）
67,347人 74,000人

❷団体等の育成
❸文化財の保存・活用
❹伝統文化の継承

ス
ポ
ー
ツ

❶ スポーツ・レクリエーション活動の
充実

本町公共スポーツ施設
延利用者数

（平成27年度）
32,220人 39,000人

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

土
地

利
用

❶土地利用の適切な誘導 地籍調査の進捗率
（現地調査済面積による）

（平成28年度）
22％ 32％

❷地籍調査の推進

自
然
環
境
・

公
園
・
緑
地

❶自然環境の保全 林道総延長
（平成26年度）
119,566ｍ 120,566ｍ

年間の作業道開設延長
（平成26年度）
8,500ｍ 11,000ｍ

町有林人工林の
年間間伐面積

（平成26年度）
27ha 40ha

町有林以外の民有林人工
林の年間間伐面積

（平成26年度）
103ha 120ha

❷森林機能の保全

❸農地の多面的機能の維持・保全

❹高津川流域の環境保全

❺公園・緑地の維持・管理

町
並
み
の

整
備

❶町並み整備事業 伝統的建造物群保存修理
事業整備率（整備件数/特
定物件の内の家屋数）

（平成28年度）
９件/
140件

24件/
140件

景観条例に基づく
相談件数

（平成28年度）
40件 50件

❷伝統的建造物の保存整備

❸景観対策の推進

生
活
用
水
・
下
水
道

❶水道施設の整備
下水道普及率（供用開始済
み人口/計画区域人口）

（平成27年度）
80.6％ 82.4％❷水道未普及地域の解消

❸水道事業経営健全化計画の推進
❹水道事業の統合

浄化槽普及率（整備人口/
浄化槽整備区域人口）

（平成27年度）
51.0％ 55.0％❺公共下水道の整備促進

❻合併処理浄化槽の整備促進

ご
み
処
理

❶  ごみ減量化、再利用化、
　再資源化の推進

ごみ収集量（可燃・資源・粗
大・直接搬入ごみの総量）

（平成27年度）
2,162t 1,937ｔ

❷環境教育、学習の推進 ごみリサイクル率（ごみ資
源化量/ごみ発生量）

（平成27年度）
33.3％ 34.4％

❸  新エネルギービジョン・
　省エネルギービジョンの推進

太陽光発電システム（導入
したシステムの総出力）

（平成27年度）
14.95kW 24.94kW 

環
境

衛
生

❶食品衛生対策の推進 環境美化運動の
町民参加人数

（平成28年度）
1,845人 2,000人

❷環境美化対策の推進

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

消
費

生
活

❶  消費生活相談の充実と
　消費者意識啓発の推進

消費者意識啓発
活動実施回数

（平成28年度）
12回 15回

道
路
整
備

❶国道、県道の整備と利便性の向上 辺地対策事業町道改良率
（改良延長/計画延長）

（平成28年度）
51％ 95％

一般町道改良率
（改良延長/計画延長）

（平成28年度）
49％ 60％

一般町道舗装率
（舗装延長/計画延長）

（平成28年度）
79％ 85％

❷  町道、林道、農道の
　ネットワークと整備

❸くらしの道ゾーンの整備

❹道路維持管理体制の充実

❺  バリアフリーの推進と
　サイン案内板の設置

公
共
交
通

❶JR山口線の活性化
JR山口線町内主要駅（津和
野駅、日原駅）の１日当た
り乗車人員合計

（平成27年度）
285人 300人❷ バス路線の維持やコミュニティバス

　等地域公共交通の整備
❸萩・石見空港の東京路線の現状

消
防
・
防
災

❶ 安全・安心のまちづくりと
　地域防災計画の見直し

自主防災組織率
（平成28年度）
20％ 50％

❷防災意識の高揚と防災訓練の実施
❸防災基盤・体制及び消防力の充実
❹国民保護計画の見直し、
　避難実施マニュアルの作成

防
犯 ❶防犯対策の推進 補助制度周知回数

（平成28年度）
０回 ５回

交
通

安
全

❶交通安全施設の設置
広報等回数

（平成28年度）
５回 10回

❷交通安全活動の推進

住
宅

❶町営住宅の維持・管理
つわの暮らし推進住宅

（平成28年度）
８戸 18戸❷空き家対策等住環境の整備

❸つわの暮らし推進住宅の整備

前期基本計画の概要
　前期基本計画で、平成29年度（2017年度）から平成33年度（2021年度）までの 5年間に取
り組む施策は次のとおりです。

ふるさとの自然を愛し住みよい環境をつくるまちづくり1
基本
目標

学ぶ心を育て薫り高い文化のまちづくり2
基本
目標
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重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

農
業
・
林
業
・
水
産
業

❻観光と農業のタイアップ
農地流動化面積（認定農業
者による利用権設定での
農地利用集積面積）

（平成26年度）
533,620
（㎡）

550,000
（㎡）

（再掲）
林道総延長

（平成26年度）
119,566ｍ 120,566ｍ

（再掲）
年間の作業道開設延長

（平成26年度）
8,500ｍ 11,000ｍ

（再掲）
町有林人工林の年間間伐
面積

（平成26年度）
27ha 40ha

（再掲）
町有林以外の民有林人工
林の年間間伐面積

（平成26年度）
103ha 120ha

新規林業就業者の定住人数
（累計）

（平成26年度）
0人 10人

❼販売を前提にした施業体系の確立
　（民国連携森林整備推進協定の実施）

❽町行分収造林契約の延長

❾  森林と共生するための必要施業の
　奨励と自伐型林業による定住施策

10特用林産物の生産振興

11  清流「高津川」を次代に引き継ぐ
　活動の支援

12水産業と観光の連携

雇
用
対
策

❶就業の場の確保
津和野町無料職業紹介所
求人情報の年度内登録数

（平成28年度）
42件 55件❷高齢社会の活用

❸新規学卒者の支援

津
和
野
ブ
ラ
ン
ド

の
宣
伝
活
動

❶津和野ブランドの推進体制 地域資源登録件数
（平成28年度）
28件 35件

❷  津和野ブランド化商品の研究開発と
　流通拡大

商標等出願件数
（平成28年度）
０件 ３件

❸宣伝活動の展開

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

健
康
づ
く
り

❶健康づくりの推進

国保特定健診受診率
（受診者数/40歳～74歳の
国保被保険者）

（平成27年度）
36.9％ 40.0％

❷  生活習慣病予防の推進
　(定期健診・健康相談等)
❸医療体制の整備充実
❹通院交通手段の確保
❺介護予防・生活支援の推進

地
域

医
療

❶地域医療体制の充実と連携 在宅当番医
（休日急患診療）
実施日数

（平成28年度）
70日 70日

❷救急体制強化の促進

地
域
福
祉

❶地域福祉活動の促進 行政と住民が協力し合い、共に福祉課
題に取り組むべきと考える人の割合

（平成27年度）
58.1％ 70.0％

❷ボランティア活動の推進 ボランティア活動に参加
している人の割合

（平成27年度）
14.5％ 20.0％

❸NPO法人への協力 NPO法人に関する相談件数
（平成28年度）
４件 10件

高
齢
者
福
祉

❶高齢者の生きがいづくり 認知症サポーター養成者
数（累計）

（平成28年度）
1,818人 2,560人

❷高齢者福祉サービスの充実
❸気軽に集まれる場づくり

地域ケア会議開催数
（平成28年度）
５回 ５回

❹地域包括ケアシステムの充実

障
が
い
者
福
祉

❶障がい者の自立と社会参加の支援

障がい者就労支援による
就業者数

（平成28年度）
１人 ２人

❷障がい者への福祉サービスの充実
❸ボランティア活動の推進
❹相談体制の整備
❺障がい児教育の充実
❻障害者差別解消法への対応

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

児
童
福
祉

❶家庭・地域における子育ての支援

子育て支援センター
利用者数

（平成27年度）
3,633人 3,800人

❷妊産婦や子どもの健康の確保

❸  子どもが健やかに成長する
　教育環境の整備

❹安全で安心な子育てのまちづくり

❺援助を必要とする子どもや
　家庭への支援

ひ
と
り
親
対
策
・

生
活
困
窮
者
対
策

❶生活相談、生活指導の充実 生活困窮者に対する自立
相談支援事業による就労
達成割合

（平成28年度）
100％ 100％

ひとり親就労支援による
児童扶養手当全部支給割
合

（平成28年度）
36.2％ 27.0％

❷経済的自立に向けた就労の促進

❸生活保護行政の確立と推進

人
権
・
同
和
行
政

❶人権・同和対策の推進
人権・同和問題講演会の回数 （平成28年度）

４回 ５回

小規模単位（公民館等） で
の研修会の回数

（平成28年度）
６回 11回

❷啓発活動や相談体制の充実

町職員の町外での研修会
への参加回数

（平成28年度）
３回 ５回

町職員への町独自研修会
の回数

（平成28年度）
１回 ６回

社
会

保
障

❶健全な国民健康保険の運営 （再掲）
国保特定健診受診率（受診
者数/40歳～74歳の国保
被保険者）

（平成27年度）
36.9％ 40.0％

❷介護保険制度の適正な運営

働くことを喜びとし豊かな産業を育てるまちづくり3
基本
目標

助け合う心を大切にし明るい家庭や地域をつくるまちづくり4
基本
目標

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

観
光

❶新しい魅力づくり
観光入込客数

（平成28年度）
1,180千人 1,250千人❷滞在時間延長対策（宿泊客誘致）

❸景観づくり
❹観光PRの展開

外国人宿泊者数
（平成28年度）
1,100人 1,500人❺広域観光の推進

❻観光基本計画の策定

商
工
業

❶商店街の魅力づくり
創業支援者数

（平成28年度）
８件 12件

❷津和野ブランドの創出
❸商工業ビジョンの策定支援 ６次産業化の推進による

新商品開発
（平成28年度）
１件 ８件

❹事業所等の自主的取り組みの支援
❺農商連携による６次産業化の推進

新規事業所の誘致数
（平成28年度）
２社 ５社

❻町外企業への継続的な企業訪問
❼企業進出のための環境整備

新規雇用者数
（平成28年度）
14人 50人

❽進出企業のフォローアップ
❾ICTへの理解向上

創業支援相談件数
（平成28年度）
15件 20件

10地場企業の育成

農
業
・
林
業
・
水
産
業

❶農業生産基盤の整備 農業生産組織数
（平成26年度）
13組織 15組織

集落営農組織の法人数
（平成26年度）
12法人 14法人

認定農業者総数
（平成26年度）
31人 32人

新規就農者数（平成23年
度以降の新たな就農者）

（平成26年度）
13人 18人

❷多様な担い手の育成・活用

❸農地の多面的機能の保全

❹地産地消、食育活動の推進

❺  農村の環境整備及び農業による
　定住施策
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重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

交
流

❶広域連携の推進

津和野町国際交流協会の
会員数

（平成28年度）
63人 100人

❷地域間交流の推進
❸国際交流の推進
❹文化交流の推進

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

❶小さな拠点づくりの推進
まちづくり委員会ごとの
まちづくり計画作成

（平成28年度）
０ 12❷小さな拠点づくりの連携

❸まちづくり活動団体の育成

男
女
共
同
参
画

❶  男女共同参画社会づくりに向けた
　社会制度・慣行の見直しと意識の改革 島根県男女共同参画

サポーターの町内男性の
人数

（平成28年度）
0人 1人

男女共同参画講座を
開催した公民館の割合

（平成28年度）
0％ 100％

❷  政策・方針決定過程への
　男女共同参画の推進
❸  家庭、職場、地域における
　男女共同参画の推進
❹個人の尊厳の確立
❺国際的協調

行
財
政
運
営

❶適切な行政経営

町税徴収率の向上 （平成27年度）
92.9％ 93.0％

❷町職員の資質の向上
❸電子自治体の推進
❹財政の安定的運営(民間委託等含む)
❺行政評価システムの導入検討

重点
施策 主要事業

主要指標

指標名 現状 目標
（平成33年度）

情
報
化

❶地域情報化の推進

町内における
超高速通信網の整備率

（平成28年度）
５％未満 100％

❷学校における情報処理学習の実施
❸  情報公開の充実と
　個人情報保護対策の強化
❹広報制度の充実
❺広聴制度の充実導入

広
域
行
政

の
推
進

❶広域連携の推進

益田圏域定住自立圏共生
ビジョン策定

（平成28年度）
１ １

山口県央連携都市圏域
ビジョン策定

（平成28年度）
１ １

多くの人々と交流し開かれたまちづくり5
基本
目標

計 画 実 現 の 方 策

第 2次津和野町総合振興計画
基本構想・前期基本計画【概要版】
発行年月：2017年（平成29年） 9月
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